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会派の抱負
　市議会では会派制をとり、議会活動を行っ

ています。ここでは、新年を迎えての各会派

の抱負を掲載しました。なお、掲載位置は抽

選により決定しました。また、文字数は所属

議員数によって異なります。

　議員は、お祭りへの寸志、スポーツ大会の差し入れ、近所

へのお祝いなどの寄附をすることや、年賀状等の時候のあい

さつ状（答礼のための自筆によるものを除く）を出すことが

公職選挙法で禁止されています。

　また、議員に対する寄附の勧誘・要求も禁止されています。

議員の寄附や年賀状は

公職選挙法で禁止されています

 

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
野
党
と
市
民
が
共
闘

し
て
大
健
闘
と
い
え
る
成
果
を
あ
げ
、
市
民
と
と
も

に
政
治
を
か
え
る
大
き
な
財
産
を
築
い
た
と
思
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
常
に
地
方
自
治
法
の

本
旨
で
あ
る
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
立
場
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
市
民
の
要
望
を
お
聞
き
す
る

た
め
、
毎
年
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、
議
会

論
戦
や
市
長
へ
の
予
算
要
望
と
し
て
反
映
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
、
市
は
財
政
が
大
変
だ

と
言
っ
て
、
公
共
施
設
の
使
用
料
、
介
護
保
険
料
、

国
保
税
な
ど
で
市
民
負
担
を
非
常
に
大
き
く
増
や
し

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
大
型
事
業
を
推
進
し
な
が
ら

も
、
決
算
で
約
47
億
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
市

民
負
担
を
増
や
す
必
要
も
な
く
、
福
祉
を
も
っ
と
充

実
で
き
た
は
ず
で
す
。貧
困
と
格
差
が
広
が
る
な
か
、

税
金
の
使
い
方
を
市
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
最
優
先
に
切
り
替
え
る
よ
う
正

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
地
震
や
台
風
な
ど
わ
が
国
に
多
く
の
災

害
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
地

方
自
治
体
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、安
全
・

安
心
の
地
域
社
会
、
明
る
い
豊
か
な
市
民
生
活
を

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
川
市
に
お
い
て
も
少
子
・
高
齢
化
社
会
が
進

行
す
る
中
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
た
め
の
事
業
、

高
齢
者
の
た
め
の
事
業
を
は
じ
め
、
都
市
基
盤
整

備
、
医
療
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
市
民
の
皆
様

の
生
活
に
密
着
し
た
施
策
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

私
共
「
創
生
市
川
第
３
」
は
、
財
政
事
情
が
厳

し
い
中
で
も
将
来
に
向
け
必
要
な
事
業
は
着
実
に

行
い
つ
つ
、
税
金
が
無
駄
に
遣
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
努
力
す
る
「
責
任
会
派
」
の
姿
勢
を
貫

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
い
多
き
年
と
な
る
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
５
月
、
新
庁
舎
の
建
設
に
伴
い
、
本

庁
舎
が
移
転
い
た
し
ま
す
。
ま
た
４
月
か
ら
ご

み
の
収
集
回
数
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
18
号
が
全

線
開
通
し
、
平
成
29
年
度
末
に
外
環
道
路
が
開

通
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
に
よ
り
永
年
の
本
市
の
課
題
で
あ
っ
た
南
北

交
通
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
く
改
善
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
、
本
市
が
全
国
的
に
話
題
と

な
っ
た
待
機
児
童
並
び
に
待
機
高
齢
者
の
解
消

を
目
指
し
、
特
に
定
員
１
２
０
０
名
の
拡
大
を

目
指
す
、
待
機
児
童
対
策
緊
急
対
応
プ
ラ
ン
を

実
現
さ
せ
ま
す
。

　

今
年
も
我
々
は
、
市
民
の
皆
様
の
福
祉
と
生

活
向
上
を
目
指
し
、
郷
土
市
川
を
守
り
日
本
の

伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
保
守
本
流
の
中
核
と

し
て
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
の
抱
負
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
を
改
め

て
見
直
し
、
市
民
の
安
全
を
守
れ
る
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
最
重
点
に
取
り
組
む
こ
と
を

お
約
束
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
熊
本
地
震
、
10
月
に
鳥
取
地
震

と
多
数
の
大
規
模
地
震
が
日
本
列
島
を
襲
っ
て

い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト
が

重
な
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
直
下

型
地
震
は
関
東
地
方
に
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
態
で
、
30
年
以
内
に
70
％
の
確
率
で

起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
人
口
が
48
万
人
を
突
破
し
、
ま
だ
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
市
川
市
で
す
。
さ
ら
な

る
住
み
や
す
い
住
宅
都
市
を
目
指
す
と
と
も
に
、

災
害
に
強
い
ま
ち
・
い
ち
か
わ
の
実
現
に
向
け

て
、
６
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
学
ん
だ
教
訓

を
見
直
し
、
我
々
の
会
派
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
声
を
改
め
て
精
査
し
、
よ
り
良
い
行
政
の

危
機
管
理
体
制
へ
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

稲葉　健二荒木　詩郎 松永　鉄兵

金子　　正松永　修巳 鈴木　雅斗

清水みな子金子　貞作 髙坂　　進

廣田　德子 桜井　雅人

加藤　武央 小泉　文人

田中幸太郎 岩井　清郎

創 生 市 川 第 １

日 本 共 産 党 創 生 市 川 第 ３

創 生 市 川 第 ２

「責任会派」の姿勢を貫く

市民の福祉と生活向上を目指して 

いのち・くらし、
　安全安心なまちづくりを最優先に

災害に強いまち・いちかわの実現を

※平成 28 年 12 月１日現在の会派の抱負を掲載しています。


